
(57)【要約】

【課題】外気温度の変化による吊架線の伸縮作用に伴い

、吊架線のカテナリ曲線が崩れる惧れを防止して、吊架

線により吊下げられたトロリー線の直線性を保持するこ

とを目的とした電車線装置における吊架線の支持機構を

提案する。

【解決手段】電車線に沿って、該電車線を横切るように

配置されたビーム３０に、これと直交するように、締結

バンド２により基部材１を取付け、この基部材１に、懸

垂碍子３を介して棒状の案内軸４を、基部材１と平行状

に取付け、この案内軸４に、滑車６，６’を有した摺動

部材５を摺動可能に取付けて、この摺動部材５に、緩衝

手段９を介して吊架線３１の保持部片１２を連結して成

り、外気の温度変化に伴い、吊架線３１が伸縮して、そ

の伸縮作用が加わったとき、その伸縮作用に応じて、摺

動部材５を案内軸４に沿って水平移動して、吊架線３１

のビーム３０に対する支持点の高さ位置およびトロリー

線の直線性を保持する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 車 線 に 沿 っ て 該 電 車 線 を 横 切 る よ う に 配 置 し た ビ ー ム に 対 し 、 こ れ と 直 交 す る よ う に
取 り 付 け た 基 部 材 と 、 こ の 基 部 材 に 対 し 懸 垂 碍 子 を 介 し て 、 取 り 付 け ら れ て ビ ー ム と 直 交
す る 方 向 に 伸 び る 案 内 軸 と 、 こ の 案 内 軸 に 対 し 、 摺 動 可 能 に 設 け ら れ た 摺 動 部 材 と か ら 構
成 さ れ 、 こ の 摺 動 部 材 に 、 ト ロ リ ー 線 を 吊 下 し た 吊 架 線 の 支 持 部 を 連 結 し た こ と を 特 徴 と
す る 電 車 線 装 置 に お け る 吊 架 線 の 支 持 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 摺 動 部 材 が 、 そ の 摺 動 方 向 に お け る 前 後 位 置 に 、 案 内 軸 を そ の 上 下 方 向 か ら 挟 持 す る よ
う に 配 置 さ れ た 滑 車 を 備 え て 成 り 、 こ の 摺 動 部 材 の 摺 動 方 向 に お け る 中 間 位 置 に 、 吊 架 線
の 支 持 部 を 連 結 し た 請 求 項 １ 記 載 の 電 車 線 装 置 に お け る 吊 架 線 の 支 持 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 案 内 軸 の 両 端 部 に 、 摺 動 部 材 の 摺 動 を 制 限 す る ス ト ッ パ ー を 設 け 、 か つ 摺 動 部 材 と 、 こ
れ に 取 り 付 け ら れ る 吊 架 線 の 支 持 部 と の 間 に 、 吊 架 線 の 支 持 部 に 作 用 す る 付 勢 力 が 吸 収 す
る 緩 衝 手 段 を 設 け て 成 る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 電 車 線 装 置 に お け る 吊 架 線 の 支 持 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 車 線 装 置 に お け る 吊 架 線 の 支 持 機 構 に 関 し 、 特 に 、 カ テ ナ リ ー 吊 架 方 式 に
お い て 、 温 度 変 化 に 伴 う 吊 架 線 の 伸 縮 作 用 を 吊 架 線 の 支 持 点 に お い て 吸 収 し て 、 ト ロ リ ー
線 の 直 線 性 を 保 持 す る こ と を 目 的 と し た 吊 架 線 の 支 持 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 車 の 軌 道 に 沿 っ て そ の 両 側 位 置 に 立 設 し た 支 柱 上 部 間 に 、 前 記 軌 道 を 横 切 る よ
う に 鋼 管 か ら 成 る ビ ー ム を 横 架 し 、 こ の ビ ー ム に 、 上 端 部 が 締 付 バ ン ド な ど に よ り ビ ー ム
に 固 着 さ れ 、 下 端 部 に 、 懸 垂 碍 子 を 介 し て 滑 車 を 備 え て 成 る 保 持 部 材 を 取 付 け 、 こ の 保 持
部 材 の 下 端 部 に 備 え た 滑 車 に 、 吊 架 線 を 走 行 可 能 に 係 合 し 、 こ の よ う に し て 、 ビ ー ム の 相
互 間 に 、 カ テ ナ リ ー 曲 線 を も っ て 張 架 さ れ た 吊 架 線 に 対 し 、 曲 線 引 き 金 具 に よ り 、 前 記 支
柱 に 保 持 さ れ た ト ロ リ ー 線 を 、 そ れ が 軌 道 に 沿 っ て 直 線 状 を な す よ う に 、 ハ ン ガ イ ヤ ー に
よ り 一 定 間 隔 を も っ て 前 記 吊 架 線 に 吊 下 し て 成 る カ テ ナ リ ー 吊 架 方 式 に お け る 吊 架 線 の 支
持 機 構 は 公 知 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ９ ２ ８ ６ ２ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 、 上 記 し た 従 来 構 成 の 吊 架 線 の 支 持 機 構 に よ れ ば 、 吊 架 線 は 、 上 端 部 が ビ ー ム
に 固 着 さ れ て 垂 下 す る 保 持 部 材 の 下 端 部 に 、 滑 車 を 介 し て 、 そ の 線 条 方 向 に 走 行 可 能 に 支
持 し て 成 る の で 、 以 下 に 述 べ る よ う な 不 都 合 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 す な わ ち 、 図 ４ Ａ の 実 線 で 示 す よ う に 、 ビ ー ム ａ に 対 し 保 持 部 材 ｂ に よ り そ れ ぞ れ 支 持
さ れ て 、 ビ ー ム ａ の 相 互 間 で カ テ ナ リ ー 曲 線 を も っ て 張 架 さ れ た 吊 架 線 ｃ に 、 ハ ン ガ イ ヤ
ー ｄ に よ り ト ロ リ ー 線 ｅ が 、 電 車 の 軌 道 方 向 に 沿 っ て 直 線 状 に 張 架 さ れ て い る 定 常 状 態 に
お い て 、 夏 期 の 如 く 外 気 温 度 が 高 く な っ て 吊 架 線 ｃ が 膨 張 し て そ の 線 条 方 向 に 伸 長 す る と
、 吊 架 線 ｃ は 、 保 持 部 材 ｂ に よ る 一 方 の 支 持 点 Ｆ １ に お い て は 、 図 中 矢 印 イ 方 向 に 、 ま た
、 他 方 の 支 持 点 Ｆ ２ に お い て は 、 図 中 矢 印 ロ 方 向 に そ れ ぞ れ 走 行 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 、 吊 架 線 ｃ は 、 外 気 温 度 が 高 く な っ た と き 、 吊 架 線 ｃ の 張 力 が 減 少 し て 、 吊 架
線 ｃ の 支 持 点 Ｆ １ ， Ｆ ２ 間 に お い て 、 同 図 仮 想 線 で 示 す よ う に 、 実 線 の 状 態 か ら 下 方 に 大
き く 弛 ん で 湾 曲 し 、 こ れ に よ っ て ハ ン ガ イ ヤ ー ｄ を 介 し て 直 線 状 に 保 持 さ れ て い る ト ロ リ
ー 線 ｅ も 亦 、 同 図 仮 想 線 で 示 す よ う に 凹 状 に 湾 曲 し て 、 ト ロ リ ー 線 ｅ の 直 線 性 が 崩 れ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 現 象 は 、 冬 期 の 如 く 外 気 温 度 が 低 く な っ て 、 吊 架 線 ｃ が 、 そ の 線 条 方 向 に 短 縮 し た
場 合 も 同 様 で あ る 。 す な わ ち 、 外 気 温 度 が 低 く な っ て 吊 架 線 ｃ が そ の 線 条 方 向 に 短 縮 し た
と き は 、 図 ４ Ｂ で 示 す よ う に 、 吊 架 線 ｃ は 、 保 持 部 材 ｂ に よ る 一 方 の 支 持 点 Ｆ １ に お い て
は 、 図 中 矢 印 ハ 方 向 に 、 ま た 、 他 方 の 支 持 点 Ｆ ２ に お い て は 、 図 中 矢 印 ニ 方 向 に 走 行 す る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 吊 架 線 ｃ は 、 外 気 温 度 が 低 く な っ た と き は 、 吊 架 線 ｃ の 張 力 が 増 加 し て 、
ビ ー ム ａ に 対 す る 吊 架 線 ｃ の 支 持 点 Ｆ １ ， Ｆ ２ 間 に お い て 同 図 仮 想 線 で 示 す よ う に 、 実 線
の 状 態 か ら 押 し 上 げ ら れ 、 こ れ に よ っ て ハ ン ガ イ ヤ ー ｄ を 介 し て 直 線 状 に 保 持 さ れ て い る
ト ロ リ ー 線 ｅ も 亦 、 同 図 仮 想 線 で 示 す よ う に 上 向 き 凸 状 に 湾 曲 し 、 こ の 場 合 も ト ロ リ ー 線
ｅ の 直 線 性 が 崩 れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ の 結 果 、 電 車 の 軌 道 に 沿 っ て 直 線 状 に 張 架 さ れ た 吊 架 線 ｃ 及 び ト ロ リ ー 線 ｅ が 、 温 度
変 化 に 伴 う 張 力 の 変 動 に よ り 、 そ の 直 線 性 は 失 わ れ 、 こ の 状 態 で ト ロ リ ー 線 ｅ に パ ン タ グ
ラ フ が 進 入 す る と 、 架 線 振 動 が 増 大 し て 離 線 と ア ー ク が 生 じ ト ロ リ ー 線 ｅ や パ ン タ グ ラ フ
の 摺 板 の 消 耗 を 促 進 し 、 そ れ に よ る 電 車 線 の 断 線 事 故 を 誘 発 す る と い う 惧 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 に 、 外 気 温 度 が 低 い 場 合 は 、 張 力 が 増 大 し て 、 ト ロ リ ー 線 が つ り 上 が る た め 、 集 電 上
要 求 さ れ る 等 高 線 が く ず れ 、 パ ン タ グ ラ フ の 跳 躍 が 甚 だ し く な り 、 運 転 に 支 障 を き た す 惧
れ が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 し た 従 来 の 不 都 合 を 解 消 す る た め に 、 電 車 線 に 沿 っ て 該 電 車 線
を 横 切 る よ う に 配 置 し た ビ ー ム に 対 し 、 こ れ と 直 交 す る よ う に 取 り 付 け た 基 部 材 と 、 こ の
基 部 材 に 対 し 懸 垂 碍 子 を 介 し て 、 取 り 付 け ら れ て ビ ー ム と 直 交 す る 方 向 に 伸 び る 案 内 軸 と
、 こ の 案 内 軸 に 対 し 、 摺 動 可 能 に 設 け ら れ た 摺 動 部 材 と か ら 構 成 さ れ 、 こ の 摺 動 部 材 に 、
ト ロ リ ー 線 を 吊 下 し た 吊 架 線 の 支 持 部 を 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 に お い て 、 好 ま し く は 、 摺 動 部 材 が 、 そ の 摺 動 方 向 に お け る 前 後 位 置 に 、 案 内 軸 を
そ の 上 下 方 向 か ら そ れ ぞ れ 挟 持 す る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の 滑 車 を 備 え て 成 り 、 こ の 摺 動
部 材 の 摺 動 方 向 に お け る 中 間 位 置 に 、 吊 架 線 の 支 持 部 を 連 結 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に ま た 、 本 願 発 明 は 、 上 記 に お い て 、 案 内 軸 の 両 端 部 に 、 摺 動 部 材 の 摺 動 を 制 限 す
る ス ト ッ パ ー を 設 け 、 か つ 摺 動 部 材 と 、 こ れ に 取 り 付 け ら れ る 吊 架 線 の 支 持 部 と の 間 に 、
吊 架 線 の 支 持 部 に 作 用 す る 負 荷 を 吸 収 す る 緩 衝 手 段 を 設 け て 成 る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 願 発 明 は 、 叙 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 外 気 温 度 が 変 化 し て 、 吊 架 線 が 伸 長 乃
至 短 縮 す る い ず れ の 場 合 で も 、 そ の 伸 長 乃 至 短 縮 の 度 合 に 応 じ て ビ ー ム に 対 す る 吊 架 線 の
支 持 部 を 、 常 に 摺 動 部 材 に よ り 水 平 移 動 さ せ る 構 成 で あ る の で 、 該 吊 架 線 の 支 持 部 の 位 置
が 、 従 来 の よ う に 温 度 変 化 に よ り 高 さ 方 向 に 変 動 す る 惧 れ な く 、 従 っ て 、 ト ロ リ ー 線 の 直
線 性 を 保 持 す る こ と が で き る と い う 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 特 に 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 吊 架 線 の 支 持 部 に 、 吊 架 線 の 温 度 変 化 に 伴 う 伸 長
乃 至 短 縮 作 用 に よ り 、 摺 動 部 材 を 左 右 方 向 に 索 引 す る 負 荷 が 作 用 し た と き 、 こ れ に よ っ て
案 内 軸 に 対 す る 摺 動 部 材 の 浮 き 上 が り 現 象 が 生 じ る が 、 摺 動 部 材 の 摺 動 方 向 の 前 後 位 置 に
滑 車 を 備 え て 成 る の で 、 こ の 浮 き 上 が り 現 象 を 防 止 す る こ と が で き る の で 、 摺 動 部 材 の 案
内 軸 に 対 す る 摺 動 作 用 が 円 滑 と な る 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 さ ら に ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 摺 動 部 材 に 作 用 す る 摺 動 負 荷 を 緩 衝 手 段 に
よ り 吸 収 す る の で 、 摺 動 部 材 と 吊 架 線 の 支 持 部 と の 一 体 性 が 保 持 さ れ る と 共 に 、 吊 架 線 の
温 度 変 化 に 伴 う 切 断 現 象 を 防 止 す る こ と が で き る と い う 利 点 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 図 面 に も と づ い て 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 詳 述 す る 。
　 図 １ は 電 車 線 に 沿 っ て 軌 道 の 左 右 側 部 に 立 設 し た 支 柱 の 上 部 間 に 、 電 車 線 を 横 断 す る よ
う に 渡 架 し た 鋼 管 か ら 成 る ビ ー ム ３ ０ に 、 本 発 明 の 支 持 機 構 を 備 え た 場 合 の 正 面 図 を 示 し
て お り 、 １ は ア ー チ 状 に 湾 曲 し た 長 尺 の 鋼 管 か ら 成 る 基 部 材 で 、 そ の 長 手 方 向 の 中 央 位 置
の 下 面 が 、 締 結 バ ン ド ２ を 介 し て 前 記 ビ ー ム ３ ０ の 上 面 に 直 交 状 に 固 着 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 基 部 材 １ の 両 端 部 下 面 に は 、 懸 垂 碍 子 ３ を 介 し て 、 棒 状 の 案 内 軸 ４ の 両 端 部 が 、 基
部 材 １ と 平 行 状 に 取 付 け て あ り 、 こ の 案 内 軸 ４ に は 、 該 案 内 軸 ４ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 摺 動
す る 摺 動 部 材 ５ が 取 付 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 摺 動 部 材 ５ は 、 摺 動 方 向 の 前 後 位 置 に 、 前 記 案 内 軸 ４ を 、 そ の 上 方 か ら 挟 持 す る 二
個 の 滑 車 ６ を 、 ま た 該 滑 車 ６ ， ６ の 中 間 位 置 の 下 方 に は 、 前 記 案 内 軸 ４ を 、 そ の 下 方 か ら
挟 持 す る 一 個 の 滑 車 ６ ’ を 、 そ れ ら が 正 三 角 形 の 各 頂 点 に 位 置 す る よ う に 、 図 ２ で 示 す よ
う に 、 正 面 方 向 で 対 峙 す る 一 対 の 側 板 ７ ， ７ 間 に 回 転 可 能 に 配 し て 成 り 、 ま た 、 案 内 軸 ４
の 両 端 に は 、 摺 動 部 材 ５ と 衝 合 し て 、 そ の 摺 動 範 囲 を 制 限 す る ス ト ッ パ ー ８ が 設 け て あ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 摺 動 部 材 ５ の 下 部 に は 、 緩 衝 手 段 ９ を 介 し て 、 吊 架 線 ３ １ の 支 持 部 が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 緩 衝 手 段 ９ は 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 前 記 摺 動 部 材 ５ を 構 成 す る 正 面 方 向 で 対 峙 す る
一 対 の 側 板 ７ ， ７ を 、 そ れ ぞ れ 下 方 に 対 称 に 延 長 し て 形 成 し た 袖 板 １ ０ ， １ ０ と 、 上 端 が
前 記 袖 板 １ ０ ， １ ０ の 上 部 に ピ ン １ １ を 介 し て 傾 動 自 在 に 支 承 さ れ て 下 方 に 延 び 、 そ の 下
端 に 吊 架 線 ３ １ の 支 持 部 を 保 持 す る 保 持 部 片 １ ２ を 有 し た 連 結 部 片 １ ３ ， １ ３ と 、 正 面 で
対 峙 す る 前 記 袖 板 １ ０ ， １ ０ の 間 に 保 持 さ れ 、 内 部 に 渦 巻 バ ネ （ 図 示 せ ず ） を 収 納 し た ス
リ ー ブ １ ４ と か ら 成 り 、 前 記 渦 巻 バ ネ は 、 そ の 一 端 が ス リ ー ブ １ ４ 内 に 固 定 さ れ る と 共 に
、 そ の 他 端 が ス リ ー ブ １ ４ か ら 外 部 に 導 出 さ れ 、 そ の 導 出 部 １ ５ の 自 由 端 が 、 前 記 保 持 部
片 １ ２ の 位 置 に 係 止 さ れ て お り 、 こ の よ う に し て 、 前 記 ピ ン １ １ と 保 持 部 片 １ ２ と の 間 に
、 渦 巻 バ ネ に よ る 圧 縮 力 を 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 ピ ン １ １ と 保 持 部 片 １ ２ と の 間 に 、 渦 巻 バ ネ に よ る 圧 縮 力 を 付 勢 す る こ と
に よ り 、 連 結 部 片 １ ３ ， １ ３ の 垂 直 状 態 お よ び 、 摺 動 部 材 ５ と 緩 衝 手 段 ９ と の 一 体 性 が 保
持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し か し て 、 図 １ に お い て 、 外 気 温 度 が 高 く な っ て 、 吊 架 線 ３ １ の 張 力 が 減 少 し 、 該 吊 架
線 ３ １ が 図 中 矢 印 ホ の 方 向 に 伸 長 す る と 、 そ の 伸 長 作 用 に よ り 、 緩 衝 手 段 ９ と 摺 動 部 材 ５
と が 一 体 と な っ て 、 摺 動 部 材 ５ は 案 内 軸 ４ に 沿 っ て 図 中 左 方 向 に 水 平 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 図 １ に お い て 、 外 気 温 度 が 低 く な っ て 、 吊 架 線 ３ １ の 張 力 が 増 加 し て 、 該 吊 架 線
３ １ が 図 中 矢 印 ヘ の 方 向 に 移 動 す る と き は 、 そ の 短 縮 作 用 に よ り 、 緩 衝 手 段 ９ と 摺 動 部 材
５ と が 一 体 と な っ て 、 摺 動 部 材 ５ は 案 内 軸 ４ に 沿 っ て 図 中 右 方 向 に 水 平 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 水 平 移 動 の 作 用 は 、 吊 架 線 ３ １ の ビ ー ム ３ ０ に 対 す る 全 て の 支 持 点 位 置 に お い て 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 す な わ ち 、 外 気 温 度 の 変 化 に 伴 っ て 、 吊 架 線 ３ １ が 線 条 方 向 に 伸 長 乃 至 短 縮 す る い ず れ

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-238043 A 2007.9.20



の 場 合 で も 、 ピ ン １ １ と 保 持 部 片 １ ２ と の 間 に 付 勢 さ れ た 渦 巻 バ ネ に よ る 圧 縮 力 に よ り 、
摺 動 部 材 ５ の 摺 動 抵 抗 （ 負 荷 ） は 吸 収 さ れ 、 そ の 結 果 、 摺 動 部 材 ５ は 吊 架 線 ３ １ の 支 持 部
と 一 体 と な っ て 、 案 内 軸 ４ に 沿 っ て 水 平 移 動 し 、 吊 架 線 ３ １ の 高 さ 位 置 は 、 吊 架 線 ３ １ の
温 度 変 化 に よ り 変 動 す る 惧 れ は な く 、 従 っ て 、 吊 架 線 ３ １ に よ る カ テ ナ リ ー 曲 線 は 崩 れ る
こ と な く 、 ト ロ リ ー 線 ｅ の 直 線 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 １ に お い て 、 摺 動 部 材 ５ が 、 緩 衝 手 段 ９ と が 一 体 と な っ て 図 中 実 線 の 位 置 か ら
図 中 右 方 向 に 水 平 移 動 し 、 摺 動 部 材 ５ が 、 ス ト ッ パ ー ８ に 衝 合 し て そ の 摺 動 範 囲 の 極 限 位
置 に 達 し た 状 態 か ら 、 さ ら に 吊 架 線 ３ １ に 矢 印 ヘ 方 向 に 強 い 負 荷 が 作 用 し た と き は 、 渦 巻
バ ネ の 圧 縮 付 勢 力 に よ る 連 結 部 片 １ ３ の 垂 直 状 態 の 保 持 が 不 能 に な っ て 、 同 図 仮 想 線 で 示
す よ う に 、 渦 巻 バ ネ の 付 勢 力 に 抗 し て 連 結 部 片 １ ３ は 、 ピ ン １ １ を 支 点 と し て 図 中 反 時 計
方 向 に 傾 動 し て 、 吊 架 線 ３ １ の 支 持 部 に 作 用 す る 大 き な 負 荷 を 吸 収 し て 、 吊 架 線 ３ １ の 破
断 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 、 摺 動 部 材 ５ お よ び 緩 衝 手 段 ９ の 他 の 実 施 例 図 を 示 し て お り 、 さ き の 実 施 例 と 相
違 す る と こ ろ は 、 摺 動 部 材 ５ に お い て 、 案 内 軸 ４ を 、 そ の 摺 動 方 向 の 前 後 位 置 で 、 そ の 上
下 方 向 か ら そ れ ぞ れ 挟 持 す る 四 個 の 滑 車 ６ ， ６ ， ６ ’ ， ６ ’ を 使 用 し て 、 こ れ ら を 方 形 状
の 側 板 の 各 隅 部 に 配 し て 構 成 し た 点 に あ り 、 そ の 作 用 は 基 本 的 に さ き の 実 施 例 と 相 違 す る
と こ ろ は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 総 体 正 面 図 。
【 図 ２ 】 部 分 拡 大 側 面 図 。
【 図 ３ 】 他 の 実 施 例 に お け る 摺 動 部 分 の 正 面 図 。
【 図 ４ Ａ 】 説 明 図 。
【 図 ４ Ｂ 】 他 の 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ 　 基 部 材
　 ３ 　 懸 垂 碍 子
　 ４ 　 案 内 軸
　 ５ 　 摺 動 部 材
　 ６ ， ６ ’ 　 滑 車
　 ７ 　 側 板
　 ８ 　 ス ト ッ パ ー
　 ９ 　 緩 衝 手 段
　 １ ０ 　 袖 板
　 １ １ 　 ピ ン
　 １ ２ 　 保 持 部 片
　 １ ３ 　 連 結 部 片
　 １ ４ 　 ス リ ー ブ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ Ａ 】
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【 図 ４ Ｂ 】
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